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Jonathan Beckとの共同研究により, 一般のアファイン・リー環の場合に Uq(g)の上三角部分環の結晶基底
の具体的な記述を与えた. さらにこれを用いると一般の端ウェイト加群がレベル 0基本表現のテンソル積に
埋め込めるという結果を証明した. これは Beckと研究代表者によって対称なアファイン・リー環の場合に得
られていた事実の拡張である. さらに, Uq(g)の結晶基底に関するセルについての Lusztigの予想を解決した.
(Duke Math. に掲載される)
また量子アファイン展開環の有限次元表現について, その q指標を計算するアルゴリズムをＣ言語で記述し ,
大型計算機で計算した. 今まで計算が実行できていなかった E8型のときも計算を実行したが, 最終結果を得
るまでには至らなかった.
一方, 箙多様体の一番簡単な場合であるR4上のインスタントンのモジュライ空間について, その同変基本類
の母関数であるネクラソフの分配関数を研究した.
これは, ヤング図式に基づいた組み合わせ論的な表示式があり, 数式処理のＭＡＰＬＥ言語を用いて大型計算
機によって計算実験を行った. 特に, その計算結果から分配関数が爆発公式をみたすこと, さらに爆発公式が
分配関数を帰納的に決定することを予想した. そしてこの予想を実際に理論的に証明することに成功した. 特
に, 分配関数のパラメータ ε1, ε2に関する展開の極がサイバーグ・ウィッテンのプレポテンシャルに等しいと

いうネクラソフの予想が正しいことを証明した. (神戸大吉岡との共同研究, 論文投稿中)
さらに分配関数には, 物質場をいれた場合, 5次元 (K理論)の場合など , いくつかのバージョンがあり, これ
らについての爆発公式を上と同様のＭＡＰＬＥのプログラムで実験した. 理論的に証明することにも成功し
たものもあるが, いくつかの場合についてはできていない.
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